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①プロジェクト研究 Area3

文化財デジタル画像形成に関する調査研究（①企05-13-3/5）

目　　的
　脆弱な材料で構成されている我が国の貴重な文化財を間近で精査・鑑賞する機会は限定されている。そこ
で文化財の高精細な画像や特殊撮影画像を公開し、多目的な利用に供することは、文化財への理解を深め、
実物の保存と共に活用の道を開く有効な方法である。本調査研究では、着色仏画・彩色壁画・油彩画・日本
画などを対象とし、文化財研究に資するデジタル画像の形成方法、および、その応用のための手法（表示・
出力）を開発し、広範な活用の方向性を研究することを目的とする。

成　　果
１．文化財の調査・撮影など
　⑴　平等院所蔵「日想観」（近赤外線撮影、蛍光撮影、カラー撮影（13.10.15-17））
　　この他所内外からの依頼を受け、修復文化財、黒田清輝筆「グレーの原」、日本銀行貴賓室内ビロード

友禅などの光学調査を実施した。
２．他機関との共同調査
　⑴　宮内庁三の丸尚蔵館（「春日権現験記絵巻」第8巻・第13巻の可視光線マルチショット及び6ショッ

ト撮影・透過赤外線撮影による調査（13.7.31-8.2））
　⑵　奈良国立博物館（當麻寺所蔵「當麻裏板曼荼羅」の可視光線6ショット分割撮影・部分拡大撮影、赤
外線分割撮影、蛍光写真分割撮影による調査（13.5.27-30））

　⑶　奈良国立博物館（大徳寺伝来　重文「五百羅漢図」の可視光線全図・分割撮影による調査（13.7.2-3））
３．成果の公表
　これまでの調査研究成果のうち、佐野市立吉澤記念美術館所蔵 伊藤若冲筆「菜蟲譜」、鳳凰堂扉絵「日想
観」について本年度に報告書（保存修復科学センターのプロジェクト「文化財の材質及び劣化調査法に関す
る研究」参照）刊行に協力したほか、昨年度調査を実施した萬鉄五郎「自画像」について、萬鉄五郎記念美
術館「萬鉄五郎七変化」展図録『わが内なる自画像 萬鉄五郎 七変化』及びパネル展示で成果の一部を公開
した。
４．研究および開発
　昨年度開始した、退色して判読不能となったいわゆる青焼コピーに対する撮影による簡便な復元手法の研
究および開発を今年度も引き続き行った。
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